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◇ ホームページ http://www.ac.auone-net.jp/~k-joubun/ ◇                         第６３号 平成２８年 ４月 ３０日発行 
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センターだより 

新任あいさつ  

平成28年3月19日、新しい指定管理者である、社会福祉法人神奈川聴覚障害者総合福祉協会理事

会において、川崎市聴覚障害者情報文化センター(以下、川崎情文センター)の施設長として選任されま

したので、皆様にご挨拶を申し上げます。 

平成28年度の聴覚障害者福祉の顕著な前進は以下の通りです。 
 
１．長い運動の成果として、川崎情文センターの指定管理者が「社会福祉法人神奈川聴覚障害者総

合福祉協会」となり、それに伴い、当センター職員のほとんどが「社会福祉法人神奈川聴覚障

害者総合福祉協会」の職員となった。 

２．川崎情文センターの運営費が前年度と比較して、約2,750万円の増額となった。 

３．派遣に係る経費については概算払い精算方式となった(指定管理料ではなく、委託費となった)。 

４．正職員の配置人数が5 名から 8 名へと増員配置となった。具体的には、手話通訳派遣コーデ

ィネーター2名、コミュニティワーカー１名の増員配置となった。 

５．入所型の施設など安定的なサービスの提供のために同一の指定管理者による継続的な管理運営

が望ましい公の施設に対しては「非公募更新制」を導入できるという制度に、川崎市聴覚障害

者情報文化センターも対象となった。 
 

施設長 尾上秀夫 

退任あいさつ 
 

今年は例年よりも早い開花のソメイヨシノでしたが、冷え込みのおかげで４月まで見ごろをのばしてく

れるようです。福島原発の放射能汚染はまだまだ終息しないにもかかわらず、原発の再稼働が始まり不安

をたかめていますし、震災原発被害の方々のご苦労はまだまだ続きそうです。引き続く支援が必要です。 

川崎市の聴覚障害者福祉の歴史を振り返ってみますと、川崎市で

最初のろうあ者相談員(非常勤嘱託)の設置(1975 年)、ろうあ者相

談員の正職員化(1983年)、聴覚障害者情報保障事業の設置(1990

年)、川崎情文センターの開所(2000年)と節目ごとに少しずつ聴覚

障害者福祉の前進がありましたが、今年度はこれまでに見られない

ような顕著な前進がありました。 

私たち川崎情文センターは聴覚障害者の社会参加を積極的に推

し進め、さらに聴覚障害者の生活と権利を守るために存在していま

す。その意味からも、川崎市行政をはじめ、当事者団体、関係団体

等と緊密な連携を図りながら、ここまでの前進があった聴覚障害者

福祉の制度を守り、更なる前進を図って参りたいと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

前所長 今宮 清明 

さて川崎市聴覚障害者情報文化センターは、４月１日から社会福祉法人

神奈川聴覚障害者総合福祉協会のもと、これまでの運動の成果としての当

事者運営がいよいよ始まります。３月３１日で川崎市社会福祉協議会の指

定管理が終了するのに合わせて、私も退任いたします。３年間はなはだ心

もとない所長ではありましたが、みなさまの支えのおかげで「聴覚障害者

福祉」の一翼を担うことができました。本当にありがとうございました。 

新しい川崎市聴覚障害者情報文化センターのスタートに、センター職員

の増員や通訳派遣費の別枠予算化が実現できたことはなによりでした。今

後とも皆さんでこのセンターを支えあって、川崎市の聴覚障害者福祉を充

実させていきましょう。 

皆様のますますのご健勝とご発展を心よりお祈り申し上げます。 
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日 時：平成28年5月22日(日)10時～15時 

場 所：川崎市聴覚障害者情報文化センター 
 
前回のセンターだよりにセンターまつりが開催されることを報告致しました。 

今回は、ミニ講演＆トークの内容を紹介致します(午後1時～3時)。 
 
テーマ：地域の中での聴覚障害者との関わりについて 

～障害者差別解消法、神奈川県手話言語条例の理念を踏まえて～ 

講 師：神奈川県聴覚障害者連盟 理事長 河原 雅浩 氏 

ろうの弁護士 田門 浩 氏 

講演内容：障害者差別解消法が平成２８年４月から施行され、また、神奈川県手話言語条例については平成

２８年３月までに「手話の普及等に関する計画を策定する」というスケジュールになっています。 

そのような状況の中で、聴覚障害者との関係をより良くするために私たちはどう行動すれば良いの

かを学びたいと思います。 

当日はお二人の講師より「障害者差別解消法」「神奈川県手話言語条例」のテーマで                                                                                                                                                                

ミニ講演を行い、その後、お二人のトークという形式で進めます。 
 
一般市民や福祉事業所のスタッフ等を対象に聴覚障害者に対する理解を深めて頂くためのミニ講演＆トー

クです。参加費は無料ですので、是非、ご参加下さい。 

 

  

講座の様子 簡単な手話を表しています 

◎センター運営委員会の開催◎ 
 

年度末の３月30日（水）午後６時半からセンター

運営委員会を開催しました。 

主な内容は平成28年度の事業計画と予算について

の説明です。ご存知の通り、平成28年度からの情文

センターの指定管理者は（社福）神奈川聴覚障害者総

合福祉協会（以下、法人）です。当日は常務理事で、

神奈川県聴覚障害者福祉センター所長の本多も出席

し、指定管理者の移行に関する経過の説明がありまし

た。 

続いて事務局より来年度の事業計画、予算の説明で

す。職員体制が充実することにより（４月から新入職

員３名）、研修や技術的な助言の時間が必要となるこ

とから、年間を通して、これまでの運営を安定化させ

ることに注力することが説明されました。また要約筆

記者養成については今年度初めて手書きとパソコン

の２コースを同時開催することになりました。 

予算に関しては、社会福祉法人会計に基づく資金収

支予算書と参考資料として、事業別の予算書が配布さ

れそれぞれ整合させながら説明を行いました。 

委員からのご意見として「長期的な視野で字幕ビデ

オの作成を実現してほしい」「（委託費となった）派遣

に関する予算について」「発信力を高める（掲示物の

更新など）」が出されました。 

ご意見を参考に、センター機能の充実を図っていき

たいと思います。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

◎補聴器とコミュニケーションの講座◎     
 

年２回開催している標記講座を２月19日、26日、

３月４日に行いました。参加者は延べ人数にして

127名。 

親子やご夫婦、又高齢者福祉の関係者の方など多く

の方に参加していただきました。 

毎回全部の講座に参加された方に皆勤賞の意味で

「修了証」を渡していますが、今回は29名の方にお

渡しすることができました。 

参加者に感想を書いていただきましたが、「家族の

難聴で参加しましたが、対応のしかた、これからの生

活に役立つと思います。」「補聴器の購入について迷っ

ている時に本講座を知り、大変参考になりました。」

「具体的で親切で実用的な内容の講座で、得るところ

が多く感謝しています。」と参考になったようです。 

補聴器や難聴の情報や知識は一般的にはなかなか

得ることが難しいです。今後もこの講座の充実を図り

聞こえに悩む方々の一助になればと思います。 

講座を支えてくださった、川難聴のスタッフの方も

ありがとうございました。※昨年の講座の参加者が、

今年はスタッフになっていることも大きな喜びでし

た。 

※写真は去年のまつりの様子です。 
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◎平成27年度 「手話通訳者全国統一試験」結果報告と資格認定委員会報告◎ 
 

3月12日に手話通訳者資格認定委員会を開催、「手話通訳者全国統一試験」（13名受験）合格者『手話通

訳者B』仲川千惠子さん・森加恵さん・児玉香里さん・西村ひろみさん・関口恭子さん・脇園由美子さん ６

名の認定と、手話通訳士認定試験合格者『手話通訳者A』再登録の小西加寿子さんの認定を行いました。 

新登録の皆様には「新登録者研修（4月2日・7日・16日）」を受け、平成28年度の登録手話通訳活動

の仲間に加わっていただきます。今回合格とならなかった皆様も、市・各区ろう協行事等参加、手話サーク

ル活動の中で様々な手話に触れ、試験に再挑戦してくださることを資格認定委員他一同願っています。（「手

話通訳者全国統一試験」の合格率は、全国18.05%でした。）どうぞ宜しくお願い致します。 

◎平成27年度 手話通訳者養成講座「基本課程」・ 

手話奉仕員養成講座「基礎課程」（麻生・中原）報告◎ 
 
昨年９月にスタートした手話通訳者養成基本課程が3月19日（土）に14名

全員修了されました。 

また、手話奉仕員養成講座基礎課程中原区コースは3月12日（土）19名が

修了、高津区コースは3月15日（火）23名が修了されました。講師をはじめ

ご協力いただいた皆様ありがとうございました。 

新年度の講座は「入門編」２コースと「通訳Ⅱ」が、5月より新たにスタート

します。 

地域のろう協・手話サークル活動で交流を深めつつ講座にも応募していただき、

通訳者を目指して下さるよう願っています。 

◎要約筆記者養成講座◎ 
 
平成 27 年度はパソコンコースを実施。７名の

受講生でスタートし、６名が修了しました。ほぼ

１年間にわたる長丁場の講座、本当におつかれさ

までした。 

これまで手書きコースとパソコンコースを隔年

で実施してきましたが、平成 28 年度からは両方

のコースを同時に実施することとなりました。た

だいま受講生を募集中です。ご興味のある方は、

ぜひセンターまでお問い合わせください。 

◎全国統一要約筆記者認定試験◎ 
 

2月21日（日）、全国統一要約筆記者認定試験

を実施しました。 

10名の方が受験され、4名の方が見事合格され

ました。おめでとうございます。 

◎センター見学の報告◎ 
 

2月2日（火）中原警察署より新署員3名の方が見学に来られました。 

警察学校を卒業されたばかりの男性2名・女性1名で、聴覚障害理解を目的とした内容でセンター施設の

機能や、聞こえない方と接する際の方法・留意点などについて学んでいただきました。 

今後は、川崎市登録要約

筆記者として、聴覚障害者

福祉の一翼を担っていただ

くこととなります。 

４月１日からさっそく新

登録者としての研修を受け

ていただいております。共

に学びながら頑張っていき

ましょう。 

感想文の中にも、聞こえない方々の不便さやコミュニケーションの取り方など

について知る事ができ、今後の業務はもちろん接する機会ができた際には実践し

ていきたいとのことでした。中原署管内の交番等で活躍されること、願っていま

す。 

３月３０日（水）にも中原警察署の新署員３名の方が見学に来られています。 
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◎平成27年度 避難訓練 報告◎ 
 

2月 24日（水）1階「井田老人いこいの家」2階「情報文化センター」合同の避難訓練を実施しま

した。職員の出火発見・通報・初期消火・各担当持ち出し品の確認・外への避難誘導の訓練を行いまし

た。1階の老人いこいの家の利用者の皆さんにもご協力いただき、職員・利用者総勢29名でした。 

避難が無事終わり、振り返りの中で消化器の設置場所と使い方の手順＜１．ピンを抜く、２．ホース

を火元に向ける、３．レバーを握り消火＞を確認しました。皆さんご協力ありがとうございました。 

災害時の避難対応等については火災・地震等に対し職員として常に対応を意識し、今後とも利用者の

皆さまの避難誘導を心がけてまいります。 

◎ありがとうございました◎ 
 

ご寄附（匿名希望）をいただき、次の物品を購入しました。本当にありがとうございました。大切に使わ

せていただきます。 

 

～川崎市聴覚障害者情報文化センターねこばなし～ 
 

暖かくなってきたので、外でゴロンゴロンとしている様子が見ら

れます。１F の老人いこいの家の利用客や当センターの利用客が

時々かまったりしていて、皆さんに可愛がられている様子です。 

常連さんになっているので、姿が見えないと気になったりします

が、顔を見かけると安心します。 

近くのブレーメン通り付近でも様々な猫を見かけますが、ほぼ決

まった顔ぶれなので、縄張りの関係かなと思ったり、色々と思いを

馳せつつ、今日もようおいでなすったなぁと声を掛けています。 

①研修室用のマイクを新調しました。 

聴覚補償を必要とされている難聴者の皆さまからは

「聴きやすくなった」と好評です。 

②パソコンノートテイクなどで使える薄型モニターです。 

机上を広く使うことが出来ます。紙の資料を置いたり、

書き込んだりしやすくなります。 

③パソコン要約筆記のための機材を宅配便で

送ることが出来るボックス一式です。 

２セット揃えました。 
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◎職員の動向◎ 
 
３月末で所長今宮清明さん、非常勤派遣コーディネーター長岡章子さん、浅井典子さん、アルバ

イト山岸さやかさんが退職されました。これまでセンターを支えていただき、ありがとうございま

した。 

４月１日に手話通訳派遣コーディネーター小林真由美、生活相談支援業務渡邉好行、事務員田島

美穂が入職しました。これからよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◎HP更新のお知らせ◎ 
 
HPを一部更新いたしました。 

指定管理者変更に伴い、申請書のフォーマット

を一部変更しています。 

 

≪更新ページ≫ 

■利用案内 

 カレンダーと職員体制の図 

■手話通訳派遣 

■要約筆記派遣 

■ろうあ者相談・難聴者相談 

■情報機器の貸し出し 

 申請書のフォーマットの変更 

■その他参考資料 

 神奈川県ハローワーク手話通訳一覧 

 

当センターのHPについて、何かご意見やご要

望等ありましたら、ご連絡お願いいたします。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

この度センターの職員になり

ました小林真由美です。 

手話通訳派遣コーディネートを

担当します。 

市外在住のため地名や駅名に

もまだ慣れず、今はデスクに「か

わさきMAP」を置いてにらめっ

こしている状態です。 

はじめのうちはご迷惑をおか

けすることも多いかと思います

が、どうぞよろしくお願いいた

します。 

４月よりろうあ者相談員とし

てお世話になることになりまし

た渡邉好行と申します。 

これまでの６年間は、民間企

業で働きながら盲ろう者の通

訳・介助者として活動しており

ました。 

社会福祉に関わる仕事は初め

てで緊張しまくりですが、早く

皆さまのお役に立てるよう頑張

りますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

今年度から働かせていただ

く田島美穂と申します。 

3 月に大学を卒業したばか

りで社会人1年目の新人です。 

分からないとだらけなので、

様々なことに挑戦し、たくさん

吸収していきたいです！ 

手話も勉強中なので、皆さまご

指導お願いいたします。 

小林 真由美 渡邉 好行 田島 美穂 
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ビデオ通信 ５７ 

●センターよりお知らせ 
 

センターの制作ＤＶＤの紹介 

・平成２７年度 手話奉仕員養成講座 基礎課程講義 

・平成２７年度 手話通訳者養成講座 基本課程講義 

・平成２７年度 聴覚障害者生涯学習講座⑤⑥ 
 
貸出ベスト５ 

 （平成２8年１月１日から２8年3月３１日現在） 

順位 ジャンル別 本数 

１位 センター制作分 88本 

２位 映画・ドラマ 14本 

３位 ＣＳ障害者放送 13本 

４位 趣味・教養 8本 

5位 記録・報道 6本 
 
●データ紹介 

 １月 ２月 ３月 合計 

来所者数 1422 1211 1383 4016 

ビデオ 

貸出数 

54 

(37) 

41 

(25) 

53 

(26) 

148 

 (88) 
※ビデオ貸出数の下の（ ）内の数は、センター制作分の貸出数です。 
 
来年度からは、字幕ビデオライブラリーが復活いたします。

作品を厳選して、皆さまにお届けいたしますので、どんどん借
りにいらしてください。お待ちしております。 

 
ビデオのご返却時には郵送も可能です。聴覚障がい者用ゆう

パックのご利用ができますので、返却日にセンターに直接お越
し頂く事が難しい時にご活用ください。 

 
【郵送方法】 

(1) 封筒又は袋に納める時に、その封入口などの一部を開き、
内容品が見えるようにする。 

(2) 封筒や袋以外の包装をする場合は、包装の外部に無色透
明の部分があり、中身が判別できるようにする。 

(3) 封筒や袋など梱包物の見やすい所に、以下の文字をはっ
きりと記入する。 

「聴覚障がい者用ゆうパック」の文字 
 
※詳しくは、郵便局の方へご確認ください。 
 

≪聴覚障がい者用ゆうパックのご案内≫ 
 http://www.post.japanpost.jp/service/disablity/ 

＜休館日のお知らせ＞ 

休館日は毎週月曜日と祝祭日です。 

月曜日が祝祭日の場合は、翌日の火曜日も休

みとなります。（   休館日） 

平成２８年４月 

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

       
 

平成２８年５月 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31     
 

平成２８年６月 

日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30   
 

平成２８年７月 

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

31       
 

ツイッター 時々つぶやいてます☆ 
https://twitter.com/DKawasakiJoubun 

フェイスブック    
https://www.facebook.com/Dkawasakijoubun 

編集後記 
 
熊本県で大地震が発生し、被災された方たちの

ご無事をひたすらお祈りする事しかできません。

地震活動が一刻も早く収まる事を願っています。  

日本全体が地震活動が活発になってきているの

を感じるこの頃、日頃の備えと地域のつながり、

広域支援の必要性を感じます。 

万が一の事に備えて、日頃から情報収集と常に

連絡を取り合っていく姿勢を忘れずにいたいと思

います。             （Ｓ．Ｏ） 
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